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機構改革●人事異動 
12課（局）が、9課（局）に統合されました‘ 
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4 月1日付けで行われた機構改革と新人事をお知らせします。 
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窓口●電話番号 このべ 
ジでは、窓口と電話番号をお知らせし 

住民課 住民係 公22-6663 

賦課係・徴収係・・・・公22-0557 

医療年金係 公22-0563 

保健福祉課 福祉・同和対策係・・公22-6664 

介護保険係 公22-0750 

水道環境課 公22-6669 

総務課 

学校教育課 

．企画産業課 地域「静剛系企画係 公22
- 0556 

’ 産業係 公22-6665 

建設課 公22-6668 

福智町準備会 公22-9090 

公22-0555 

FAX 22-0782 

公22一0425 

会議室 

301 

会議室 

302 

会議室 

303 

議会事務局 容22-6662 

生涯学習課 社会教育係 公22-2200 

社会体育係 容22-2802 

B&G 海洋センター 公22-5868 

ふれあい塾 

神崎保育所 

金田小学校 

金田中学校 

保健センタ 

公22-5400 

r 22-3399 

公22-006 1 

公22一0136 

r 49-7080 

ノ 

4月から介護保険料が上がっています平成17年度からグIレープ別保険料導入 

先月号でお知らせしておりましたが、 4月分からあなた 

の介護保険料が変更となっております。 

安定した介護保険制度の運営に努める福岡県介護保険 

広域連合は、平成17年度から市町村合併に伴い構成数が 

71 市町村から60 市町村に減り、介護給付費と要介護認 

定数の大幅な増加により介護保険料がこの4 月より見直 

しされました。 

65歳以上の人（第1 号保険者）の所得段階別月額介護保険料 

所得段階 

第1段階 

対 象 者 

〇生活保護受給者 
〇老齢福祉年金受給者で町県民税非課税世帯 

第2段階 〇本人および世帯全員が町県民税非課税 

第3段階 〇本人が町県民税非課税 
（基準月額） （世帯員の中に町県民税課税者がいる） 

第4段階 〇D 纂i2~~7鷲満 
第5段階 

第6段階 

〇本人が町県民税課税で 
合計所得が200万円以上400万円未満 

〇本人が町県民税課税で 
合計所得が400万以上 

基準月額×割合 

基準月額×0.5 

基準月額×0.75 

基準月額×1.0 

基準月額×1.25 

基準月額×1.5 

基準月額×2.0 

平成16年度 
までの保険料 

1,970円 

2,955円 

平成17年度 
の保険料 

2,738円 

月 額 比 較 
( ）は年額 

768円の増 
(9,216円） 

4.107円 1龍輩鷲 
つCAC m にAワロm 

J・コ什v 門 J,'.t I Un (18,432円） 

4,925円 

5,910円 

7,880円 

ー人あたりの給付費が高い金田町は上位グループです 

広域連合に加入している市町村それぞれの「高齢者― 

人当たりの介護サービスを利用した額（介護給付費）」は、 

高いところ（金田町は連合で第1 位）と低いところで2 

倍以上の差があり、今後もその差が広がる傾向にありま 

す。このことから、加入市町村ごとの保険料を3つのグ 

ループに分けられることになりました。 

新しい保険料は、平成13年度から平成15年度の給 

付実績に基づいて算出されたもので、一人当たりの介護 

給付費が高い金田町は、上記表のとおりとなりました。 

保険料は、前年中の所得等に基づき、毎年6 月にその年 

度（4 月から翌年3月まで）個人ごとに段階別の保険料 

1,536円の増 

Ia つn【工］n＋単 
6・845円 Iく乞§る応命 

8,214 円 

10,952円 

2,304円の増 
(27,648円） 

3,072円の増 
(36,864円） 

が算定されます。 

保険料の通知は、7月に送付され、8月以降から納め 

ていただくことになります。なお、年度途中で別のグルー 

プの市町村に引っ越された場合、例えば金田町から保険 

料低いグループの市町村ノ＼転居しても平成17年度は、 

現在のまま納めていただくことになります。ただし、広 

域連合に加入していない市町村に転出した場合は、その 

市町村の保険料になります。 

問い合わせ先 

福岡県介護保険広域連合本部 公092-643-7055 

役場介護保険係 容22-0750（直通） 

ホームヘルパー（訪問介護員）2級課程養成研修受講者募集 
現在ホームノ＼ルプサービスに従事している人、これから従 

事しようとしている人を対象に養成研修が開かれます。 

【土・日コース】 
ト募集人員 6人（申込多数の場合は、抽選となります） 

ト講義 日赤山田ホームヘルパー研修センターで、7/2 

~11 /26の毎週土曜日または日曜日 

ト実技 上記施設で上記期間内の7日間のうち、毎週土 

曜日または日曜日 

●実習 近隣市町村内の施設で、11/7 --3/3 のうち平 

日4 - 5日間 

●費用 20,000 円（受講料）＋約10,000 円（施設実習 

に係る健康診断書料） 

か申込締切 5 月18日（水）まで 

申し込み・問い合わせ先 

役場介護保険係 公22・0750 

【平日コース】 
ン募集人員 8人（申込多数の場合は、抽選となります） 

レ講義 筑豊ハイツで、6/22 ~ 8/24 の平日 

，実技 宗像ホームノ＼ルパー研修センターで上記期間内 

の6日間 

，実習 近隣市町村内の施設で、8/29 - 1 1/30 のうち 

4 -5 日間 

い費用 20,000 円（受講料）＋約10,000 円（施設実習 

に係る健康診断書料） 

レ申込締切 5 月18日（水）まで 
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変わった、年金制度0 
Change Nenkin 

14一平成17年度の国民年金保険料 
I は「月額13・580円」です 

平成29年度まで毎年280円引き上げの予定です 

平成17年4月から平成18年3月までの国民年 

金保険料は、月額13,580 円です。国民年金の保険 

料は、平成17年度から平成29年度まで毎年280 

円引き上げられる予定となっています。（引き上げ 

額は、今後の資金上昇率によって変化します） 

平成17年4月から 

制度が変わりました 
制度改革により4月から変わった年金制度。加入 

状況や年齢、所得、世帯状況などでそれそれのケー 

スが異なりますので、当てはまる点、ご不明な点や 

詳細が知りたいかたは、直方社会保険事務所か役場 

住民課医療年金係までお問い合わせください。 

Change Nenkin 

3 と― 保険料免除の 

緩和されます 

保険料免除の所得基準が一音B 

若者に多い単身世帯を中心に緩和されます 

保険料免除申請の免除対象者所得基準が、単身 

の人を中心に緩和されます。 

0 

Change Nenkin 

2 きー あらたな「納付猶予の制度」 

が始まります 

20歳代で所得がー定額以下だと猶予されます 

20歳代のかたで本人（配偶者を含む）の所得が 

ー定額以下の場合は、申請により国民年金保険料 

納付が猶予されます。 

例えば障害や死亡といった不慮の事態が起きた 

ときに、保険料の未納があると障害基礎年金・遺 

族基礎年金が受け取れない場合があります。しか 

し、この若年者納付猶予制度の承認を受けている 

期間は、未納の扱いになりませんので、万一の時 

にも安心です。 

また、満額の老齢年金を受け取れるよう、その 

後10年間のうちに保険料を納付することができま 

す。（ただし、 2年以上経過後の保険料にはー定の 

加算が上乗せされます） 

Change Nenkin 

A き一「特別障害給付金制度」が始ま~ 
’ ります ~ 

障害基礎年金を受けられなかったかたの制度です 

国民年金に任意加入していなかったために、障 

害基礎年金を受けられなかったかたへの特別障害 

給付金制度が始まります。 

対象となるかたは ①平成3年3月以前に学生 

であったかた ②昭和61年3月以前に厚生年金・ 

共済組合等の加入者の配偶者であったかたで、国 

民年金に任意加入していなかった期間中に初めて 

受診した傷病が原因で、現在、障害基礎年金の1 

級・2級相当の障害の状態にあるかたです。ただし、 

65歳に達する日の前日までに該当されたかたに限 

られます。 

平成17年4月から役場で請求の受付を開始しま 

す。請求を行った翌月分からの支払いとなります 

ので、 4月中に請求を行ってください。(5月に請 

求した場合は6月分からの支払いとなります） 

Change Nenkin 

r , ~ 
01 国民年金第3号被保険者の届出を忘れてしまっていたかたを特例的に救済します  」 

届出により未納期間を第3号被保険者期間として取り扱い、将来の年金額に反映できるようになります 

結婚や退職によって被扶養配偶者となったため国民年金 

の種別を第3号被保険者へ変更しないといけないのに、届 

出を忘れてしまっている場合があります。 

その場合、過去2年間までさかのぼって第3号被保険者 

期間となりますが、それ以前の期間は「保険料未納期間」 

と同じ扱いになっていました。 

Change Nenkin 

6  きーー 月々の口座振替に「早割制度」 

が登場します 

40円ずつ1か月分の保険料が割引になります 

従来は、 1年または半年分の保険料を前納した 

場合のみ割引制度がありましたが、平成17年4月 

からは、月々口座振替で納付する場合でも早期に 

納入することによる割引が適用されることになり 

ました。口座振替を早割（当月保険料の当月末引 

落し）でお申込みいただくと、毎月（1 か月分ずつ） 

の保険料が40円の割引となります。 

口座振替は金融機関の窓口に毎月行く手間が省 

け、納め忘れもなく安心です。ぜひ、お得で便利な 

口座振替をご利用ください。申込用紙は、社会保 

険庁のホームページからでもプリントア 

ウトできます。ご希望のかたは、 

年金手帳・預貯金通帳・ 

届出印を持っ 

て、金融機関・ 

郵便局または、 

社会保険事務所 

ノ＼届け出てくださ 

い0 

なお、保険料半額免除の 

承認を受けているかたは 

早割ではなく通常の口座振 

替での申し込みとなります。 

I 

「未納」の期間が長くなると将来の年金額が減っ 

たり、もしもの時に年金が受けられなくなってしま 

います。そこで、今回の年金制度改正で国民年金 

第3号被保険者の届出を忘れてしまっていたかた 

を対象に、平成17年4月から特例的に第3号被保 

険者の届出ができるようになりました。2年前以 

前の期間も保険料納付済期間とすることができま 

す。もし、届出を忘れていたために未納期間があ 

るかたは、社会保険事務所で届出をしてください。 

届出によって未納期間を第3号被保険者期間と 

して取り扱い、将来の年金額に反映できるように 

なります。 

なお、現在まだ年金を受けていないかたも、す 

でに年金を受けているかたも対象になります。 

Nenkin 

Q き― 国民年金の加入は第I号から 

3 号までの3種類があります 

20歳以上60歳未満の人はどれかに該当します 

【第1号被保険者】 

20歳以上60歳未満の日本国内に住んでいる農林 

漁業、自営業、学生、アルバイト、無職の人など。 

【第2号被保険者】 

会社員や公務員で、厚生年金や共済組合に加入し 

ている人。 

【第3号被保険者】 

第2号被保険者に扶養されている配偶者で20歳以 

上60歳未満の人、会社員や公務員の妻（夫）。 

年金制度でご不明な点はお問い合わせください 

圏直方社会保険事務所 f 0949-22-0890 

固役場住民課医療年金係 t 22-0563 

―声％さめ呼― 0 
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4 月12日、金田町民球場で金田町ナイターリーグが開幕しました。 

平成4年にスタートしたナイターも14 回目。今年も町内外から年齢、 

職業を問わずに多くのソフトボールプレーヤーが集まりました。 

みんな楽しく、真剣に「エンジョイソフトボールライフ」 

を合い言葉にプレーします。 

熱〈ひかる汗 栄光の道へ 

ガyツだ 監督 久保田―政 

ウインズ 

監督】若林岩雄 

大切な何かを見つけるために 
エンジョイソフトポールライフ 

4月7日は小学校で、8日は中学校で入学式が行 

われました。会場は各学校の体育館。 

おとうさん、おかあさんに手をひかれて小学校に 

やって来た95人の新入生は、お出迎えの6年生の 

おにいさん、おねえさんに名札をつけてもらい教室 

まで案内してもらいました。そして、担任の先生と 

ご対面し、元気に式へ。式では、原田宏志校長先生 

の3つのお願い「かしこい子になる」「仲のよい子 

なる」「たくましい子なる」に元気いっぱい「ハイ 

ッ！」とこたえ、「みんな聞く態度と返事が百点満 

点です」とほめられました。 

ポカポ力陽気の中、新しい制服に身をつつんだ新 

入生85人はさくらの舞い散る金田中学校の門をく 

ぐりました。入学生紹介では一人づつ元気に返事を 

して起立しました。金田中学校の一員となった新入 

生は、「金田中、その伝統の継承から進化へ」とい 

う学年目標を胸に成長していくでしょう。 

おいしいビールのために トップス 

がんばろう 監督 福島敏樹 

ナイターズ 
優勝へまっしぐらI 

監督】山川進 

みやびな俳旬で交流深める 

第七回鬼杉俳旬大会 

0 

ソフトボールも打ち上げも 藤村酒店 

全力プレーで 監督 田島英彦 

~ 

／舞 ノ／ r七、 

トラッカーズ 
目指せ優勝l 

監督】中村哲也 

3
月
 23 

日
（
水
）
、
総
合
会
館
で
第
七
回
鬼
杉
俳
句
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
俳
句
サ
ー
ク
ル
の
鬼
杉
会
（
代
表
岩
井
鬼
 

童
先
生
・
赤
池
町
）
で
す
。
岩
井
先
生
の
指
導
の
も
と
俳
句
を
作
 

っ
て
い
る
会
員
が
一
年
に
一
度
会
合
を
設
け
、
交
流
を
深
め
ま
し
 

た
。
糸
田
町
や
田
川
市
か
ら
 18 

人
の
会
員
が
参
加
。
 

こ
の
日
は
、
事
前
に
募
集
し
た
募
集
句
と
当
日
発
表
す
る
当
日
 

句
の
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
 

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
 

俳
句
を
じ
つ
く
り
吟
味
し
て
い
ま
し
た
。
 

入
選
作
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

募
集
句
 

天
賞
 
観
光
船
呑
ま
む
と
潮
が
渦
を
巻
く
 

地
賞
 
春
の
雨
枝
に
真
珠
の
華
咲
か
す
 

人
賞
 
焼
薯
の
小
腹
泣
か
せ
る
匂
ひ
か
な
 

当
日
句
 

天
賞
 
少
年
の
拳
を
固
く
卒
業
す
 

地
賞
 
阿
蘇
賂
の
風
巻
き
こ
ん
で
山
火
燃
ゆ
 

人
賞
 
青
空
へ
銀
杏
百
歳
芽
を
掲
ぐ
 

永
尾
喜
美
江
 

松
岡
 
蔦
枝
 

畠
山
 
玲
子
 

日
比
生
利
子
 

永
尾
喜
美
江
 

松
岡
 
蔦
枝
 

0
 



春の祭りも 
山笠ー色 

▲新町通りを行く上金田手作り山笠 

、 
S ぐ 喜 H 漣，ー；一 、， 

▲平原青年団の人形みこし 

‘本町通りを行く宝見子ども山笠 

神崎・金田春祭り 

3月19日・20 日に神崎で、4月16日・ 

17日に金田で春祭りがありました。今年 

は神崎で1 台の子ども山笠、金田で3台の 

▲神崎保育所の園児に引っ張られる 

神崎2子ども山笠 

子ども山笠と1 台の人形みこしが建ちまし 

た。各地区それぞれ工夫をこらした山笠と 

人形みこしが春のポカポ力陽気の中、「オ 

ーラヤッサ」のかけ声とともに町内を元気 

に練り回っていました。 

▲御旅所を出発する町部子ども山笠 

金田ジュニアクラブ 
6 年生の引退ゲームを見事三 7で飾る 新潟中越震災復興支援大会 

」

一

 

」

一

 

勝ち進んだ金田ジュニアは、決勝で船尾アストロズと対 

戦しました。前回の対戦同様接戦で、両チームエースが 

ふんばり、7回まで0-0で延長サドンデスに突入しました。 

8回は両チーム譲らず1 点を取り 

合い、さらに延長ノ＼、9回表を工 

ース藤本が0点に抑え、その裏に 

1 点をもぎ取りサョナラ勝ちで優 

勝を決めました。 

この大会は県学童予選も兼ねて 

いて、県大会の出場権を獲得しま 

した。この試合が最後の6年生は、 

有終の美を飾るとともに、後輩た 

ちに県大会出場という大きな置き 

みやげを残しました。 

2月26日～3月20日に田川市で開催された支援大会 

に金田ジュニアクラブが出場しました。大任無限に5-0, 

福岡大浦メッツに1-0、赤池ジュニアベアーズに3-1と 

Q 》 

~ 
大
好
き
な
ス
キ
ー
で
一
番
に
 

西
日
本
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
優
勝
 

3
月
 21 

日
、
に
鳥
取
県
大
山
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
 

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
、
四
国
、
九
 

州
の
小
学
生
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
 

林
幸
季
く
ん
（
新
町
）
が
、
 
一
年
生
男
子
の
部
ジ
 

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
、
優
勝
し
ま
し
た
。
 

幸
季
く
ん
は
普
段
、
毎
週
土
曜
日
に
草
ス
キ
ー
 

を
し
、
冬
に
は
各
大
会
や
合
宿
を
回
っ
て
練
習
し
 

て
い
ま
す
。
 

ス
キ
ー
の
大
会
が
大
好
き
な
幸
季
く
ん
。
た
く
 

さ
ん
の
人
の
前
で
滑
る
の
は
な
れ
て
い
た
の
で
緊
 

張
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
 

幸
季
く
ん
、
ま
た
冬
に
一
番
に
な
る
た
め
に
が
 

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

山
本
期
也
く
ん
み
こ
と
復
活
 

筑
豊
地
区
少
年
柔
道
大
会
優
勝
 

「
去
年
の
6
月
に
け
が
を
し
て
か
ら
思
う
よ
う
 

に
な
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
小
学
校
生
活
最
後
の
大
 

会
、
い
い
形
で
結
果
が
残
せ
て
良
か
っ
た
で
す
」
 

と
笑
顔
で
語
っ
た
山
本
翻
也
く
ん
（
平
原
）
。
 

山
田
市
で
3
月
 13 

日
に
開
催
さ
れ
た
大
会
の
個
 

人
戦
で
優
勝
（
オ
ー
ル
ー
本
勝
ち
）
、
大
将
と
し
 

て
活
躍
し
た
団
体
戦
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
ら
 

に
、
団
体
戦
で
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
て
敢
闘
賞
を
 

受
賞
し
ま
し
た
。
復
帰
戦
を
見
事
に
飾
っ
た
翻
也
 

く
ん
は
「
中
学
生
に
な
っ
て
、
全
国
制
覇
を
目
指
 

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
今
後
の
目
標
を
 

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
目
指
せ
、
全
国
制
覇
。
 

第
》
家
い
「
麟
い
 

【
 

J 

貫
 

状
 

び
叫
‘
り
論
ジ
・
・
 

見
e

●

‘

‘

母

大

合

に

お

 

一
4

‘
の
と
あ
n

.
，
な
、
 

●
を
あ
き
め
ら
r

ま
L

‘ーゾ 

・
三
栄
●
を
た
た
え
ー
れ
を
か
 

!
1
 

監
●
建
巳
‘
遣
富
八
《
 

、
‘
'
 

”

見

山

 
，
 

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
一
生
を
 

学
び
ま
し
た
 

金
田
保
育
園
花
祭
り
 

4
月
 11 

日
、
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
の
生
誕
を
記
念
日
 

を
祝
う
花
祭
り
が
金
田
保
育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
園
長
先
生
が
お
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
物
 

語
を
紙
芝
居
で
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
 

で
お
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
像
に
甘
茶
を
か
け
ま
し
 

た
。
甘
茶
を
か
け
る
と
き
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
お
い
し
い
甘
茶
を
飲
ん
で
い
る
 

と
き
は
い
つ
も
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で
し
た
。
 

① ―声～e7・～謬― 



国＆G屋内温水プ亘1多 金田町 

水泳教室入会のご案内 
健康増進のためには、水泳が一番良いといわれて 

います。泳ぐことにより、心肺機能が強化されるだ 

けでなく、腰痛や肩こりにも良いといわれています。 

この機会に、水泳を始めてみませんか？ 

使
 

用
 

料
 

利用月 7 月～9 月 
遊泳時間 2 時間以内 
区 分 町 内 町 外 

小・中学生 100円 150 円 
高校生・一般 150 ~ 円 200 ~ 円 
親と幼児 150 円 200 ~ 円 
利用月 10 月～6 月 
遊泳時間 2 時間以内 

小・中学生 150 円 200円 
高校生・―般 200 」 円 250円 
親と幼児 200 ~ 円 250円 
各水泳教室／年会費1,000円 

『みんなのひろば』は、みなさんでつくるページです。投稿、 
写真や絵、イラストなどあなたの自慢の作品を広報で紹介しま 
せんか。そのほか会員募集、サークル活動のレポートなど大歓 

迎です。 
曳 応募・連絡先／役場企画産業課地域情報係の広報担当まで 

公 22-0556 （直通） 

聴

欝

ト

 

前
回
の
森
さ
ん
の
記
事
に
も
育
児
に
つ
い
て
触
れ
て
あ
り
、
ド
キ
ソ
 

雪
の
中
、
休
む
こ
と
な
く
自
ら
練
習
に
向
う
姿
に
は
、
頭
が
上
が
り
班
嶋
轍
 

，

 
佐
 
れ」 

と
さ
せ
ら
れ
る
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
自
身
が
仕
事
、
家
事
、
 

ま
せ
ん
。
時
に
は
大
会
も
あ
り
、
応
援
す
る
わ
た
し
達
も
子
ど
も
た
 
屋

 
ゾ“ 

招
 

●
」
切
 
旧
 

育
児
と
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
多
く
、
子
 

ち
と
同
様
、
満
面
の
笑
顔
や
涙
を
こ
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
言
葉
素
騨
券
 

筑
 
万
 
凱
 

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
設
け
る
努
力
も
怠
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
 

は
無
く
て
も
、
一
体
感
を
得
ら
れ
る
瞬
間
に
感
動
さ
せ
て
も
ら
い
、
笠
麗
 
慰
 

張

週

 渡
 

子
ど
も
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
表
情
を
見
る
と
い
っ
た
、
当
た
り
前
 

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
o

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は
違
っ
て
も
、
刃
以
 
耽
 

択
 
壁
 
乳
 

の
よ
う
な
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
も
難
し
い
こ
と
か
と
歯
が
ゆ
く
思
い
 

た
だ
ー
つ
、
み
ん
な
、
“
野
球
が
大
好
き
）
と
い
う
だ
け
で
、
こ
ん
な
 
揮

騰

招

 

備

拓

 刊
 

ま
す
o

そ
ん
な
わ
た
し
で
す
が
、
息
子
が
入
部
し
て
、
こ
の
一
年
間
、
 

に
も
素
敵
に
見
え
る
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
o

み
ん
 
鎧

（

津

卿

 

」
引
強
 
柳
 

金
田
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
 

な
が
将
来
社
会
に
出
た
時
、
親
の
立
場
と
な
っ
た
時
に
、
集
団
の
中
 
燈

隣

捌

 

《

 

ゾ

 

r
た
 

リ
／
リ
 

I
川
だ
 

ー・爪一一 

勧

加

亙

 

f
中
・
J
 

?
～
ノ
 

J
りz 

こ
の
一
年
間
、
金
田
ジ
ュ
ー
ー
ア
ク
ラ
ブ
の
 

し
か
し
、
う
ち
の
子
ど
も
が
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
て
す
ぐ
報
 
識
 
男
 

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
o
 

」
転
」
議
総
駿
監
「
飛
認
れ
驚
維
「
鈴
鵬
羽
m
 

そ

才

に

 
一
一
生
泉
‘
叫
r
こ
 
て

，

 

る
こ
と
。
常
に
競
争
の
世
界
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
り
 

廟
向
I
算
 
中」 

ー
ー
 

そ
の
言
葉
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。
灼
熱
の
日
差
し
の
下
、
凍
え
る
ー
］
・
 
Z
「］に一」 

ニ
バ
ン
い
斎
パ
叫
”
、
ざ
ー
ノ
由
ん
J
刃
当
p
m
回》m
い
」
、
「
ー
ノ
婦
『
刊
凹
ー
H

『
霧
」
藷
）
川
い
」
、
ざ
ー
ノ
」
？
四
剥
佃
d
柳
山
刊
m
い
、
ざ
ー
ノ
川
町
m
弓
m
川？hI

一
し
か
山
い
」
、
ざ
ー
ノ
ー
）
づ
司
牙
m
消
由
羽
m
片
凶
、
」
 

ふん、 

ー
マ
マ
オ
」
り
ー
 
戸
H
m
い
、
ざ
ー
ノ
、
パ
d
司
、
り
い
n
ハ
山
H
m
い
」
、
ダ
ー
ノ
当
コ
m
川
「
司
川
羽
N
 11 
、
ざ
ー
ノ
記
訓
剛
脚
ー
詞
「
イ
」
謂
ル
川
い
、
声
ー
ノ
「
町
川
m
〕
「
測
m
い
」
、
ざ
ー
ノ
削
引
司
「
司
L
ゾノ 

」A

え
叱
し
曲
w
/
＃
コ
ョ
α
、
ざ
ー
ノ
又
4

コ
謝
肘
α
、
ざ
ー
ノ
い
ォ
」
り
）
ぷ
司
A
併
、
ざ
ー
ノ
管
u
リ
儲
、
ざ
ー
ノ
動
J
~J
「」m
借
、
ざ
ー
ノ
『
コ
加
刃
h
ノ 

り
 

農
加
総
舞
鮎
い
ゆ
」
込
錬
難
冷
ゆ
お
溜
高
見
町
の
緯
霧
慌
 

「
加
肥
せ
わ
た
い
は
珊
在
、
3
人
か
子
ど
も
た
ち
の
育
児
と
病
降
勤
務
で
大
叱
 

たo

自
分
が
小
学
生
の
頃
は
、
 

ー
 

い
驚
讐
一
‘
 

ョ
ュ
・
」
勝
」
）
（
」
し
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ン
リ
レ
ー
の
話
を
受
け
、
す
ぐ
に
 

み
ん
な
「
負
け
た
く
な
い
H
【」
 

、 

、 

可
／
 

可
ノ
 

子
 

つ）」一」・一 

日
リ
リ
J
 

●

ー

 

‘

一

ー

 

● 

《レ・《一 

J

 

・
 

ー 
［・ 

JJ
'J 

r
H
 

ニ，
 

『鵬一 

r
ブー 

●コ 

ユ） 

H
ー一一 

‘
“
ー
，
 

己
井
 

」』 

ワ） 

刻ョ 

川『I 

＼圭 一
 
一
 
一
 
一 「 

「水泳教室 幼児の教室、女性の教室、小・ 

中学生の教室、高校生・一般の教室 
ト教室時間 表のとおりです 
ト会費 年会費1,000 円 ※ほかに保険 

料（大人1,530円、子ども530 円）が必要 
です 

レ使用料金 1 回あたり、表のとおり使用 
料等（会員は50 円引き）が必要です 

※教室以外の通常利用もお待ち 
しています 

問い合わせ 
金田町B &G 海洋センター 

公22-5868 
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鮮
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光
と
影
と
と
も
に
ゆ
れ
る
る
山
道
に
歩
み
を
と
め
て
息
と
と
の
ふ
る
 阿

部
 
重
宏
 

女
ご
り
雪
に
寒
椿
一
輪
ぽ
ろ
り
お
っ
友
の
卦
報
の
入
り
た
る
朝
に
 

岡
野
富
司
生
 

鉢
植
え
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
地
に
お
ろ
し
眺
め
て
を
れ
ば
友
の
顔
踊
っ
 

加
治
 

智
子
 

花
開
く
梅
の
古
木
に
雪
積
り
絵
師
の
描
き
た
る
名
画
の
ご
 レ」 
、し 

幼
ら
と
縄
跳
び
せ
し
は
去
年
の
春
脚
か
ば
ひ
っ
 
っ
縄
ま
わ
し
や
る
 

末
孫
の
作
り
し
賀
状
の
ヒ
ョ
コ
さ
ん
に
こ
に
こ
笑
ひ
私
を
見
て
る
る
 

陽
の
燦
と
あ
る
だ
け
で
良
し
縁
が
わ
に
爪
切
る
我
の
春
の
ひ
と
と
 

土
深
く
埋
め
 し
球
根
芽
を
い
だ
し
吾
に
倖
の
記
憶
も
た
ら
す
 

春
寒
を
い
と
い
ま
せ
よ
と
添
え
書
き
て
友
ょ
り
届
き
し
雛
の
絵
手
紙
 

久
々
の
粉
雪
舞
ひ
散
る
一
 
日
女
り
庭
の
白
梅
散
り
初
め
し
日
に
 

真
直
ぐ
に
行
け
と
こ
ろ
が
す
ボ
ー
リ
ン
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叱
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才高 
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回
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光
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友
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村
 

和
子
 

白
梅
散
り
初
め
し
日
に
 

武
藤
 
鶴
代
 

グ
ゆ
っ
く
り
あ
せ
ら
ず
ね
ら
い
を
定
め
 

宮
里
萌
望
佳
 

生
命
と
は
そ
も
何
女
ら
む
湯
の
旅
を
約
せ
し
友
は
今
朝
み
ま
か
り
ぬ
 

三
階
の
介
護
ホ
ー
ム
の
安
楽
椅
子
座
り
心
地
よ
く
気
持
最
高
 

紅
梅
に
ふ
わ
り
積
り
し
今
朝
の
雪
朝
の
光
に
と
け
て
滴
る
 

辻
田
 

幸
也
 

香
月
、
、
、
サ
ヲ
 

山
口
 

倭
子
 

個

人

投

稿

作

品

 

北
の
風
吹
い
て
福
智
の
山
お
ろ
し
上
野
の
里
の
そ
も
人
も
春
遠
か
ら
じ
と
時
を
待
っ
 

名
月
に
心
ろ
ひ
か
れ
て
な
が
め
る
夜
は
過
ぎ
し
昔
を
懐
か
し
む
 

一
人
居
の
身
の
幸
せ
に
茶
を
た
て
て
ひ
と
り
味
う
茶
の
香
り
 

金
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思
い
浮
か
ん
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事
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少
年
野
球
団
・
金
田
ジ
ュ
ニ
ア
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子
ど
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思
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思
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司
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し
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子
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c
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葉
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聞
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r
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紀
 
楊
登
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持
つ
お
母
さ
ん
、
お
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さ
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方
に
、
ぜ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
 

び
っ
く
り
し
た
の
と
同
時
に
 

篤
濃
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を
持
つ
お
母
さ
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お
答
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ぜ
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ジ
ュ
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ア
ク
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く
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し
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の
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同
時
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加

収
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い
っ
の
時
代
で
も
大
人
た
ち
の
口
癖
は
「
今
の
子
供
は
5
」
で
す
。
 

乗
り
越
え
る
こ
と
が
自
然
と
で
き
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
学
力
も
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麟
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嵐
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す
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懸
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。
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葉
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世
界
の
中
で
生
き
る
 

1茂 tt t 
食笹会でタ 

保健センターで男性の料理教室 

が開催されました。食進会の推進 

員も参加して、野菜の切り方や食 

材の下ごしらえなど、料理のポ 

イントについてアドバイスしまし 

た。今回は、教室の献立の中から 

ご紹介します。 

▲ 

2 月17日～3月31日に行われた料理教室 

の様子。「料理はおまかせ」のベテランから、 

料理は初挑戦の人まで15 人が参加しました。 

みんな食進会推進員のアドバイスを受けなが 

らがんばりました。 

防災無線がス 

国タイ風サラダ 

エネルギー 

250 km / 1 人分 

カルシウム 塩分 

398 nig/ 1 人分 3g / 1 人分 

■材料（4 人分） 
鶏ササミ 4 本 
無頭ェビ 中8尾 
豚ミンチ lOOg 
きくらげ lOg 
春雨 40g 
セロリ  1本 
玉ねぎ 50g 
万能ネギ 4 本 
干しエビ 20g 
調味料［ニンニク】1片（みじん切り）、唐辛子】 
2 本（種を除いて刻む）] 
チリソース  大さじ1 
レモン汁  1個分 
酢 大さじ2 
ナンプラ  大さじ4 
砂糖  小さじ2 
酒  大さじ3 
サラダ油  大さじ1 

作り方 

①ササミはすじをのぞく。エビはカラ 
と背わたを取る。 

②豚ミンチと①を鍋に入れて酒をふり、 
フタをして7 -8 分蒸し焼きにする。 

③ササミはほぐし、エビはそぎ切りに 
する。 

ター・トしました0 

町内35 カ所に設置されたスピーカーから、災 

害、異常気象なと、緊急時の放送と、毎日3回、 

午前7時、正午、午後6時に、メロディー 

を流します。 

防災無線の放送内容が聞き取 

りにくく、再度確認したい場合 

は、公22-0560 に電話 

をすると、直近の放送内容を聞 

くことができます。 

町の防災無線に関して、ご意 

見、ご要望がありましたら、役 

場総務課公22・0555 
まで連絡ください。 

④干しエビはぬるま湯で戻し、サラ 
ダ油で妙める。 

⑤きくらげを戻し、ザク切りにする。 
⑥春雨は熱湯で戻し、食べやすく切 
る。 

⑦セロリのすじを除いて斜め薄切り 
にし、葉はざく切りにする。 

⑧玉ねぎは薄切り、万能ネギは4c 
m 位に切る。 

⑨ボウルに調味料を合わせ、全部の 
具を入れてよくあえる。 

囲切り干し大根のあちゃら漬け 

エネルギー 

51 km / 1 人分 

カルシウム 塩分 

58mg/i 人分 2g / i 人分 

■材料（4 人分） 
切り干し大根 30g 
にんじん 20g 
しょうが  1 片 
昆布  10cm 
漬け汁［唐辛子】1本、しょうゆ】大さじ3' 
酢】大さじ3、砂糖】大さじ1、水】100 ccl 

作り方 

①昆布は細切り、人参は千切り、しょ 
うがは皮をむいて千切りにしておく。 

②ボウルに漬け汁をつくる。 
③②に①の材料を入れて味をしみ込ま 
せる。 

林 純平 

ぼ
く
は
、
二
年
前
 

に
メ
キ
シ
コ
を
訪
 

れ
た
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
そ
の
時
は
 

ア
メ
リ
カ
で
の
観
 

光
旅
行
の
つ
い
で
 

に
立
ち
寄
っ
た
の
 

で
す
が
、
そ
こ
で
 

見
た
人
々
の
生
活
 

や
習
慣
を
見
て
驚
 

い
た
と
い
う
よ
り
、
 

少
し
胸
が
痛
む
思
 

い
で
し
た
。
そ
の
 

事
を
今
か
ら
述
べ
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ぼ
く
は
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
テ
ィ
フ
ァ
ナ
 

と
い
う
街
の
い
ち
ば
ん
賑
や
か
な
通
り
を
散
策
す
る
 

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
地
べ
た
に
座
り
込
 

ん
で
い
る
人
々
か
ら
も
の
す
ご
い
視
線
を
感
じ
た
こ
 

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
人
々
 

は
そ
こ
で
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
 

ま
だ
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
母
親
も
い
れ
ば
、
 

す
ご
く
年
老
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
最
 

初
、
「
何
か
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
 

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
考
え
て
い
る
う
ち
 

に
「
冬
は
ど
う
や
っ
て
過
ご
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
」
 

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
か
り
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
 

て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
思
い
が
高
ま
っ
て
き
ま
 

し
た
。
 

そ
の
後
、
ぼ
く
は
自
分
よ
り
は
る
か
に
年
下
だ
と
 

分
か
る
一
人
の
少
女
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
 

裸
足
で
街
に
お
も
ち
ゃ
を
売
り
に
き
て
い
た
よ
う
で
 

ぼ
く
に
も
そ
の
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
く
れ
と
い
う
ふ
 

う
に
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
と
き
の
少
 

女
の
目
が
ぼ
く
に
迫
る
よ
う
で
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
 

く） 

の
で
す
が
「
ご
め
ん
ね
、
い
ら
な
い
」
と
い
う
ふ
う
 

に
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
あ
と
そ
の
少
女
の
目
 

を
見
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
そ
の
子
 

は
「
い
い
よ
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
笑
顔
で
答
 

え
て
く
れ
て
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
「
な
ぜ
 

あ
の
子
は
笑
え
る
の
だ
ろ
う
、
な
ぜ
物
を
買
わ
な
 

か
っ
た
ぼ
く
に
対
し
て
あ
り
が
と
う
と
い
え
る
の
だ
 

ろ
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
あ
の
子
の
家
に
は
 

お
金
が
な
く
て
、
毎
日
、
毎
日
裸
足
で
街
を
歩
き
ま
 

わ
り
、
観
光
客
相
手
に
物
を
売
っ
て
い
て
学
校
に
も
 

行
け
な
い
ん
だ
ろ
う
。
ぼ
く
な
ら
絶
対
た
え
ら
れ
な
 

い
な
、
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
 

で
感
じ
た
の
は
あ
の
子
達
は
お
金
や
も
の
に
は
変
え
 

ら
れ
な
い
大
き
な
希
望
や
夢
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
 

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
誰
で
も
が
 

同
じ
権
利
を
持
ち
平
等
に
生
ま
れ
て
く
る
の
に
な
ぜ
 

こ
ん
な
に
差
が
あ
る
ん
だ
と
感
じ
て
ば
か
り
で
し
た
 

が
、
彼
ら
は
い
つ
も
前
向
き
に
生
き
て
い
ま
す
。
将
来
、
 

自
立
し
て
生
き
る
強
い
人
間
に
な
る
の
は
き
っ
と
彼
 

ら
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
 

こ
の
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
へ
行
っ
て
ぼ
く
は
、
人
 

は
み
ん
な
平
等
に
生
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
は
思
 

わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
 

人
間
の
持
つ
強
さ
、
ひ
た
む
き
に
前
へ
向
か
っ
て
走
 

り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
自
分
自
身
感
じ
る
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
 

子
供
達
が
将
来
そ
の
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
 

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
 

い
い
の
に
な
、
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。
今
、
 

ま
だ
世
界
に
は
戦
争
や
人
種
差
別
と
い
っ
た
人
権
間
 

題
が
あ
る
け
ど
一
人
一
人
が
今
の
世
界
の
状
況
を
考
 

え
、
み
ん
な
で
世
界
の
人
々
が
心
の
底
か
ら
笑
い
合
 

え
る
よ
う
な
国
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
 

う
し
、
ぼ
く
は
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
 

八代 聖華 め力v、閉け九穴 

ノ 誰カrうめる呪 

J ・j 

わ
た
し
が
こ
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
理
由
 

は
、
友
達
ど
う
し
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
で
、
 

み
ん
な
が
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
 

み
ん
な
が
わ
た
し
の
描
い
た
絵
を
見
て
、
友
情
や
 

思
い
や
り
の
心
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
 

仲
良
く
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
 

まっ先に浮かんだのがいじめのことでした。 

人が人を傷つけることは絶対に許されません。 

その傷がどれほど深いものなのか？ 体に受 

けた傷はいつか消えるだろうが… そんな思 

いからこのポスターの絵が思い浮かびました。 

中
村
 
結
真
 

み
ん
な
で
火
の
用
心
 

上
金
田
保
育
所
消
防
訓
練
 

3
月
9

日
、
上
金
田
保
育
所
で
 

消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ベ
ル
が
鳴
る
と
み
ん
な
急
い
で
 

園
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 

先
生
が
消
火
器
の
使
い
方
を
訓
練
 

し
ま
し
た
。
最
後
は
、
消
防
署
か
 

ら
来
た
消
防
車
と
救
急
車
を
見
学
 

し
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
の
消
防
車
 

に
園
児
は
大
喜
び
、
「
こ
れ
な
あ
 

に
？
」
と
た
く
さ
ん
質
問
を
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

み
ん
な
、
火
事
に
は
気
を
つ
け
 

よ
う
ね
。
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の
 

か
 

、
勾
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着お知らせ 
自動車の納期限は 

5 月31日因です 

ト自動車税は、4月1日現在の 

所有者に課税されます。 

か16年度の自動車税から、 

これまでの金融機関に加え、指 

定のコンビニエンスストアでも 

納税できるようになりました。 
ト取り扱いのできるコンビ二 

エンスストアは、5月初旬に送 

る納税通知書で確認してくださ 

い。 
トコンビ二エンスストアでの 

自動車税の取扱期間は納期限の 

5月31 日因までです。ご注意く 

ださい。 
か問い合わせ 飯塚・直方県 

税事務所 容0948-23-4922 

I 
m ：コ 

はかりの定期検査 

取引・証明に使用する計量器 
は、計量法に基づき2年に1回 

の定期検査、または計量士によ 
る検査を必ず受けなければなり 

ません。 

ト日時 6月15日困 午前 

10時～正午 午後1時～午後3時 

ト場所 金田町総合会館 

ト費用 有料 

ト持参品 検査する計量器・ 

検査手数料・通知ハガキ 

レ問い合わせ 役場企画係 

公22-0556 

緑の募金のお願い 

美しい郷土をつくリ、豊かな 
水をはぐくむ緑。今年も5月1 

日から31 日までを、金田町「緑 
の募金強調月間」として「緑の 
募金」運動の取り組みが始まり 
ます。緑の募金は大切な緑を守 
り育てるために使われています。 
皆さんのご協力をお願いします。 

人権擁護委員制度をご存じですか？ 

6月1 日は、「人権擁護委員の日」です。人権 

擁護委員は、国民のみなさんが人として幸せな毎 

日を送っていくための権利「人権」が侵害されな 

いよう常に注意を払い、もし、人権が侵害された 

ときは、被害救済のためすみやかに適切な処置を 

とり、また 人権の大切さについての理解を深め 

てもらうための活動にも努めています。 

人権擁護委員は、あなたの町の身近な相談パー 

トナーとして、家庭内のもめごとや隣近所とのト 

ラブル、いじめや差別などの相談に応じています。 

相談は無料で、秘密は固く守られていますので、 

お気軽にご相談ください。 

1

このページには 

みなさんの暮らしに役立つ 

情報がつまっています。 

あなたの暮らしのパートナーとして 

ぜひご利用ください。 

，受け付け・問い合わせ 役場 

産業係 T 22-0556 

こんにちは金田町 
母子寡婦福祉会です 

6 月に空き缶拾い清掃ボラン 
ティアを行います。会員、賛助 
会員、町民の皆さまの参加をお 

待ちしています。 

，日時 6月5日回 午前9 

時から（小雨決行） 

●場所 四区町内 

ト集合場所 金田町母子寡婦 

福祉会白石会長宅前 

ト持参品 軍手 

ト問い合わせ 金田町母子寡婦 

福祉会白石ミサヲ 公22-5510 

携帯090-9485-2119 

■金田III丁母子寡婦福祉会 
平成17年度活動予定 

メークアップ教室講座 

（仮装メーク）  7 月初旬 

生花教室 ・10 月 

日帰り旅行 

サッ力一観戦 未定 

金田町の人権擁護委員 

◆吉田 信宏（本町） 公22-330 1 

◆犬養 素子（福吉） 公22-2072 

※「人権擁護委員の日」特設人権相談を下記のと 

おり実施します。 

【日時】 6 月1日困 10:00 ~17 :00 

【場所】 金田町福祉センター 

問い合わせ 

福岡法務局田川支局 公44-1426 

1 

2005飯塚国際 
車いすテニス大会 

ト期間 5 月17 日因 

~22 日回 
ト会場 金田町ふれあい 

スボーツ公園 
筑豊ハイツ 

筑豊緑地 

世界最高レペルのスーパーシ 

リーズ大会に、皆さんの熱い声 
援をお願いします。 

国 際 交 歓 会 

レ日時 5 月20 日国 

午後7時から 
レ会場 金田町総合会館 

横多目的ドーム 

骨 集 
県営住宅入居者灘 

「募集住宅 県内に所在する 

県営住宅（詳しくは募集案内書 
をご覧ください） 

い期間 6月1日困-6月9 
日困 

ト募集案内書配布場所 筑 

県営住宅管理事務所および直方 

田川出張所、役場建設課建築 
住宅管理係 

レお問い合わせ 役場建設課 
建築・住宅管理係 公22-6663 
筑豊県営住宅管理事務所 

公 0948-2 1 -3232 

馴I 
r hし 
魁一~“''IY 磯 

▲3月19日 女性コーラスコールかな 女性コーラスコールかなだが老人ホームサングリーンそえだで歌 

を披露しました。その中でも特に「水戸黄門」「銭形平次」の主題歌が好評でした。 

あたたかい善意 

ありがとうございました 

社会福祉法人 

金田町社会福祉協議会 

次のみなさんからご寄付を 
いただきました。この寄付金 
は、社会福祉充実のため有意 
義に活用させていただきま 
す。ありがとうございました。 

【香典返し】 

新開 妙子様（人見） 

故・竹内 忠之様 
南野 戦治郎様（神崎1) 
故・南野 シズ子様 

吉田 利秋様（宝見） 

故・吉田 シゲ子様 
森藤 信子様（若草団地） 

故・森藤 勲様 
若林 ユリコ様（神崎2) 

故・若林 隆雄様 
山川 信明様（宝見） 
故・大井 啓助様 

谷下 フミ子様（田ノ口） 

故・谷下 豊様 

相談 

憲法週間無料法律相談 

レ日時 5月2日回 午後1 
時から午後4時まで 
ト受付 電話予約不要。ただ 

し定員になり次第締め切り。 
ト問い合わせ 飯塚法律相談セ 

ンター 公0948-28-7555 

遺言を公正証書で残し 

相続を円滑にしましよう 

遺言 相続の相談は田川公証 
役場へ。無料で相談を受け付け 
ています。（秘密厳守） 

「日時 毎日（土 日曜日、 

祝日を除く。） 午前9時30 分 

から午後3時30 分まで 

ト問い合わせ 田川公証役場 

公 44-4130 

曲
IO
一 

心
配
ご
と
相
談
 

5
月
 25 

日
困
 
10 

時
ー
 15 

時
 

財
産
・
人
権
・
結
婚
・
老
人
福
祉
・
事
故
・
 

教
育
な
と
で
悩
み
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
の
相
談
 

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

＊
人
権
特
設
相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
 

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー
階
相
談
室
 

問
い
合
わ
せ
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談
 

5
月
 16 

日
月
 
10 

時
ー
 16 

時
 

（
受
け
付
け
は
 15 

時
ま
で
）
 

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
弁
護
士
に
よ
る
面
接
相
談
も
、
無
料
 

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
を
ー
 

会
場
／
田
川
市
役
所
（
市
民
課
市
民
係
）
 

公
4
4
1
2
0
0
0
 

問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
 

容
0
9
2
1
6
2
2
1
0
4
0
3
 

補
聴
器
相
談
 

5
月
 13 

日
国
 
9
時
ー
 10 

時
 

会
場
／
金
田
町
役
場
 

問
い
合
わ
せ
 

金
田
町
役
場
保
健
福
祉
課
 

公
2
2
1
6
6
6
4
 

行
政
書
士
の
無
料
法
律
相
談
 

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

遺
産
相
続
、
贈
与
、
任
意
後
見
人
の
選
任
、
 

法
人
設
立
、
遺
言
書
、
内
容
証
明
、
各
種
契
約
書
、
 

離
婚
協
議
書
、
官
公
署
申
請
書
作
成
な
ど
の
相
 

談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
 

り
ま
す
。
（
歩
行
不
自
由
な
高
齢
者
、
障
害
者
の
た
 

め
の
出
張
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。
）
 

問
い
合
わ
せ
 

つ
る
も
と
行
政
書
士
事
務
所
 

行
政
書
士
鶴
元
光
秋
 

公
2
2
1
1
6
7
2
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グ
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国民の休日 
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子供の日 
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A 13:130- 10:OO-11:3014:20 
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15 16 17 
国際車いす 

庭』鱗命iL テニス大会 
、曹I編溺叫赤 （ふれあい 
価 -‘恵 スポーッ公園） 
ぢ論 、昌 22 日まで 

総合検診（保健センター） 

予約制 8 : 30 ~ 11 : 30 
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国
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3歳児健診 

13: 10 -13:40 

1歳6力月児健診 

13:25 - 13:55 

（保健センタ―) 

25 
離乳食教室 

（保健センタ一） 
10 :00 ~ 

12 : 00 

心配ごと相談 
（福祉センタ―) 
10 : 00 ~ 

1 5 : 00 
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公共料金のお支払いは、便利で確実な口座振込みをご利用ください。 

G プづイト 

UIむ W セE 
ふれあい朝市 
毎週水曜日●土曜日開催 

■時間 午前7時 、 分～午後2時 

／ク ／ラマ 
た方物 

方城町 

●伊方地区神興祭 

（伊方地区各地域） 

5月4日困・5日木 

●弁城地区祇園まつり 

（弁城地区各地域） 

5月14 日土・15日日 

赤池町 

●町民体育祭 

（赤池町民グラウンド） 

5月15日回 9:00 ~ 

●芸能発表会 

（同和対策中央研修所） 

5月29日日 12:30 ~ 

糸田町 

●糸田祇園山笠 

（町内） 

' 5月7日土・8日日 
、、×ー 

そいKU% 

'4Nがぐ 

逼三＝~ 

田川市 

●川渡り神幸祭 

（風治八幡宮、英彦山河川敷、 

武徳殿跡） 

5月14 日土・15日日 

内容】獅子舞奉納、まつり 
IN 田川ステージなど 

●春日神社神幸祭 

(JR 後藤寺駅前広場） 

5 月21日国・22日日 

内容】岩戸神楽など 

●川崎町農産物直売所「ロe・ 
愛」（であい） 

（川崎町下真崎） 内容】田植え体験、ジャガ 
営業時間 9:00 - 17:00 イモ掘り、かしわもち作り 

※年末年始は休みです ほか 

お問い合わせ電話番号 
役場 公22-0555( 代表） FAX 22-0782 

◆各窓口直通電話番号◆ 
総務課 公22-0555 

住民課住民係 公22-6663 

住民課賦課係・徴収係 公22-0557 

住民課医療年金係 公22-0563 

保健福祉課福祉・同和対策係 公22-6664 

保健福祉課介護保険係 公22-0750 

●生涯学習課 公22-2200 

●ふれあい塾 公22-5400 

●B&G 海洋センター 公22-5868 

●保健センター 公49-7080 

川崎町農産物直売所 

公 72-8249 

●第15回花としじみの里 
大任マラソン大会 

（レインボーホール） 

5月22日日 開会9:30 ~ 

種目】2km. 5km. 10km 

問い合わせ 

マラソン事務局 公63 -3 0 0 0 
（内線21⑤ 

赤村 
●ロo You 農？ どろんこフ 
ェスティIUレ ザ・町直え 

（源じいの森～村内の田んぼ） 

5月21日土・22 日日 

0 

どマ 
火 うごき 

( ）内は前月比 

4 月1日現在 

●人口 8,473 人（- 26人） 
男性 4,043 人（一21人） 

女性 4,430 人（- 5人） 

●世帯数 3,458 世帯（+ 3) 

3 月中の人の動き 

●出生10 人 ●死亡11人 

●転入52人 ●転出77人 

3 月の町内事件●事故 

田川警察署（ ）は前月比 

〇窃盗事件 

かトマ・自転車盗 

自動販売機ねらい 

車上ねらい 

空巣・忍込み等 

0 件（- 1) 

0 件（士 0) 

0 件（土0) 

2件（+2) 

※車を離れる際は必ずカギをか 
け、窓を閉めましょう。 

〇交通事故 

発生 4 件（+ 3) 

死者 0 件（士0) 

負傷者 6 件（+ 5) 

※運転中は、携帯電話の電源を切 
るか、ドライブモードにしまし 
よつo 

水道環境課 

企画産業課地域情報係・企画係 

企画産業課産業係 

建設課 

学校教育課 

議会事務局 

e 神崎保育所 

e 金田小学校 

e 金田中学校 

福祉センター 

公22-6669 

公22-0556 

容22-6665 

公22-6668 

公22-0425 

公22-6662 

公22一3399 

公22一0061 

公22-0136 

公22一6631 

~\ 

一A‘一m 、I . I 」 ー ～ー 一 一 、 。 、 
参加料】大人5,900円、子ど、 
も4,700円、幼児3,600円 
※参加には、予約が必要です。 
問い合わせ 

産業建設課 T 62一3000 

添田町 

●英彦山山開き前夜祭 

（英彦山野営場） 

5月28日国 1 9:00 ~ 

●英彦山山開き 

（英彦山山頂） 

5月29日日 11:00 ~ 

方城町 

赤池町 

糸田町 

田川市 

香春町 

川崎町 

大任町 

赤 村 

添田町 

公22-0520 

T 28-2004 

公26-1231 

公44-2000 

公32-2511 

公72-3000 

容63-3000 

容62-3000 

公82-5965 

声オて．広報マ乙ノノ 

先月号で紹介した員鍋さん 
と同様、4 月に企画開発課を 

去った人がいます。 
それは、ぼくの 

赤ペン先生、そし 
てモデルとして何度か紙面に 
場してくれた「かしこいママ」 

こと福島美弥子さんです。 
間違えだらけのぼくの原稿は、いつも福 

島さんのお世話になっていました（赤ペン 

チェックがなかったら、広報かなだの風は 
おわびと訂正だらけになっていたでしょ 
う）。福島さん、今まで本当にありがとう 
ございました。これからは、がんばって、 
ちゃんとするので一読者として安心して読 

'I 一 んでくださいね。 
~ン そして 中村係長 こ 

W ， れから赤ペンチェックよ 
I y ろしくお願いします。 ⑧ 

ノ 

'-'18 ---

一声てな巻の呼― ① 



みやび 

大井 雅くん 
平成16年5月10日生まれ 

（高見町） 

しゅうたろう 

浦田 嵩太郎くん 
平成16年5月26日生まれ 

（東金田） 

みん な、わら 
ーー’ I 

お誕生日の記念にかわいい 

お子さんの笑顔を広報で紹介 

しませんか。5 月に誕生日を 

迎える満1歳から3歳までの 

お子さんを募集します。 

写真は、広報担当が撮影に 

伺います。電話でお申し込み 

ください。申し込みは5 月 

10 日因まで 

企画産業課 広報担当 

公 22-0556 

お子さんと同じ誕生月のお 
父さん、お母さん。あなたの 
小さいときの写真をお子さん 
と―緒に掲載しませんか。 

言L tE3 オう改、一’’をラ！ 

たく 

高橋 巧くん 
平成16年5月16日生まれ 

（宝見団地） 

りゅう き 

古賀 琉輝くん 
平成14年5月17日生まれ 

（宝見団地） 

けいた 

小西 啓太くん 
平成16年5月19日生まれ 

（新町3) 

まさと 

片村 聖くん 
平成14年5月26日生まれ 

（宝見） 

▲ あこがれの白バイ隊員さんと記念撮影。 
右から田丸海斗くん（小2 )、幸丸真奈ちゃん（小2 ). 
和田実ちゃん（小2 )、犬丸北斗くん（小2) 

、3歳 
~ 

ゆう り 

貞団 佑吏くん 
平成14年5月25日生まれ 

（南木） 

KY 
広
報
か
な
だ
の
風
 

平
成
 17 
年

5
月
号
 

NO
・517 

か
わ
い
い
警
官
 

ハ
イ
、
ポ
ー
ズ
O
 

セ
ー
フ
テ
イ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

4
月
8

日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
白
バ
イ
隊
員
、
 

婦
人
警
官
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
4

人
の
児
童
 

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
 

た
。
「
交
通
安
全
お
願
い
し
ま
す
」
の
か
わ
い
い
 

呼
び
か
け
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
に
っ
こ
り
笑
顔
で
 

応
え
て
い
ま
し
た
。
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